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気
を
流
す
た
め
に
道
場
へ
と
足
を
運
び
ま
し
た
。

シ
ン
と
静
ま
り
返
っ
て
い
る
道
場
、百
五
枚
の
畳
、

板
張
り
の
ヘ
リ
を
合
わ
せ
て
百
二
十
畳
の
道
場
が

よ
り
一
層
広
く
感
じ
ま
す
。正
面
の
開
祖
植
芝

盛
平
翁
と
吉
祥
丸
二
代
道
主
の
お
二
人
の
お
写

真
が
現
在
の
状
況
に
も
動
ぜ
ず
じ
っ
と
ご
覧
に

な
って
い
ま
す
。

　

昭
和
六
年
に
開
祖
が
私
財
を
寄
付
し
て
建
て

た
合
気
道
専
門
道
場「
皇
武
館
」。東
京
へ
の
度

重
な
る
空
襲
に
よ
り
、道
場
の
あ
る
若
松
町
も

燃
え
つ
く
さ
れ
る
状
況
下
で
、『
開
祖
か
ら
留
守

を
任
さ
れ
た
大
切
な
道
場
を
燃
や
さ
れ
て
は
な

ら
な
い
』と
の
思
い
で
植
芝
吉
祥
丸
二
代
道
主
は

飛
び
来
る
火
の
粉
を
振
り
払
い
、必
死
に
道
場
を

守
り
抜
い
た
の
で
す
。焼
け
野
原
の
中
に
一
つ
道

場
が
戦
火
を
免
れ
た
事
が
終
戦
後
の
合
気
道
再

興
を
促
す
思
し
召
し
だ
っ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。当
然
戦
時
下
は
稽
古
を
す
る
こ
と
は
出
来

ず
、終
戦
後
も
避
難
所
と
し
て
開
放
さ
れ
て
い
た

の
で
し
た
。

　

建
物
は
建
て
替
え
ら
れ
ま
し
た
が
お
二
人
の

魂
が
こ
も
っ
た
道
場
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
、世

界
中
で
合
気
道
の
稽
古
を
自
粛
し
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、公
益
財
団
法
人
合
気
会
と
し
て
も
非
常

に
苦
し
い
時
で
あ
り
、じ
っ
と
耐
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
き
で
す
。こ
の
お
二
人
の
思
い
を
道
場

で
感
じ
な
が
ら
何
と
し
て
も
切
り
抜
け
て
い
こ

う
と
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。皆
様
と
の
再
会
を
心

待
ち
に
し
な
が
ら
。

　

合
気
道
本
部
道
場
が
令
和
二
年
四
月
八
日
か

ら
す
べ
て
の
稽
古
を
自
粛
し
、事
務
局
も
閉
じ
、

全
く
人
の
気
配
が
な
く
な
っ
て
か
ら
早
く
も
一

か
月
が
経
ち
ま
し
た
。緊
急
事
態
宣
言
が
延
長

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
当
分
の
間
は
稽
古
を
自
粛

せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。覚
悟
は
し
て
い

た
も
の
の
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
一
か
月
、一
日
に
一
度
は
窓
を
開
け
、空

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
を
目
的
に
発
令

さ
れ
た
緊
急
事
態
宣
言
が
、

五
月
二
十
五
日
に
解
除
に
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
な
お
、

終
息
に
は
程
遠
く
、
日
常
の

合
気
道
の
稽
古
を
い
つ
か
ら

ど
の
よ
う
に
と
悩
ま
し
い

日
々
を
送
ら
れ
て
い
る
都
道

府
県
の
皆
様
は
じ
め
、
合
気

道
に
親
し
む
方
々
に
心
よ
り

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
な
れ
ば

こ
そ
、
合
気
道
の
心
と
和
合

の
精
神
を
顧
み
る
機
会
と
な

る
こ
と
を
願
い
、
本
年
す
で

に
合
気
道
新
聞
に
掲
載
さ
れ

た
記
事
を
選
定
し
た
特
集
号

を
編
集
し
ま
し
た
。

　
道
友
の
皆
様
に
は
こ
の
難

局
を
乗
り
切
り
再
び
稽
古

で
き
る
日
常
を
共
に
期
し
ま

し
ょ
う
。

（
編
集
人
）

現
在
の
状
況
下
に
お
い
て

合
気
道
道
主

　
植
芝 

守
央
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鶴
蔵
全
日
本
合
気
道
演
武
大
会
実
行
委
員
長
よ

り
全
日
本
合
気
道
演
武
大
会
に
つ
い
て「
第
五
十
七

回
大
会
に
つ
い
て
の
御
礼
・
報
告
、第
五
十
八
回
大

会
に
つ
い
て
の
諸
連
絡
」、鈴
木
俊
雄（
公
財
）合
気

会
少
年
部
担
当
よ
り
全
日
本
少
年
少
女
合
気
道

演
武
大
会
に
つ
い
て
の
報
告
、尾
﨑
晌
全
日
本
合
気

道
連
盟
理
事
長
よ
り
全
日
本
合
気
道
連
盟
か
ら
の

報
告
と
し
て「
事
業
報
告
、事
業
計
画
」と
国
際
大

会
で
行
わ
れ
る
道
主
特
別
講
習
会
の
案
内
、小
山

雄
二（
公
財
）合
気
会
学
生
担
当
よ
り
全
国
学
生

合
気
道
連
盟
か
ら
の
報
告
と
し
て「
平
成
三
十
一

年
度
の
行
事
報
告
、令
和
二
年
度
の
事
業
計
画
」、

井
出
啓
之
全
国
高
等
学
校
合
気
道
連
盟
理
事
長

よ
り
全
国
高
等
学
校
合
気
道
連
盟
か
ら「
平
成

三
十
一
年
度
の
事
業
報
告
、令
和
二
年
度
の
事
業

計
画
、連
盟
加
盟
状
況
」の
報
告
が
さ
れ
た
。さ
ら

に
本
部
か
ら
の
連
絡
と
し
て
、金
澤
総
務
部
長
よ
り

日
本
武
道
協
議
会
の
令
和
元
年
度
武
道
功
労
者

及
び
武
道
優
良
団
体
が
発
表
さ
れ
た
。武
道
功
労

者
は
五
味
田
聖
二
師
範（
合
気
道
田
辺
道
場
）、武

道
優
良
団
体
は
静
岡
県
合
気
道
連
盟
。ま
た「
合

気
道
本
部
道
場
創
建
九
十
周
年
、（
公
財
）合
気
会

設
立
認
可
八
十
周
年
記
念
祝
賀
会
」が
令
和
三
年

十
月
十
六
日
に
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
る
と

告
知
が
あ
っ
た
。最
後
に
、茨
城
支
部
道
場
か
ら
の

連
絡
と
し
て
、稲
垣
繁
實（
公
財
）合
気
会
茨
城
支

部
道
場
総
務
部
長
よ
り
、い
き
い
き
茨
城
ゆ
め
国
体

の
中
で
行
わ
れ
た
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョン
合
気
道
の

報
告
と
御
礼
な
ど
が
あ
っ
た
。

　

会
に
先
立
ち
植
芝
守
央
現
道
主
よ
り「
本
年
は

高
崎
市
で
開
催
さ
れ
る
第
五
十
八
回
全
日
本
合
気

道
演
武
大
会
、東
京
代
々
木
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
セ

ン
タ
ー
で
の
第
十
三
回
国
際
合
気
道
大
会
な
ど
の

行
事
が
あ
り
ま
す
。皆
様
方
の
ご
協
力
で
更
な
る

合
気
道
の
普
及
振
興
を
期
待
し
た
い
」と
の
年
頭
の

御
挨
拶
を
賜
っ
た
。

　

現
道
主
退
席
さ
れ
た
後
、尾
﨑
晌
全
日
本
合
気

道
連
盟
理
事
長
が
議
長
と
な
り
、会
議
に
移
っ
た
。

　

報
告
事
項
と
し
て
第
十
七
回
全
日
本
合
気
道
連

盟
講
習
会
、ア
ジ
ア
合
気
道
連
盟
理
事
会
、機
関
紙

二
十
号
と
二
十
一
号
発
行
、第
七
回
全
国
指
導
者

研
修
会（
尾
﨑
理
事
長
、合
気
会
よ
り
林
典
夫
常

務
理
事
が
講
師
で
参
加
）、「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
紀
の

国
わ
か
や
ま
二
〇
一
九
」大
会
協
力
、全
日
本
合
気

道
連
盟
加
盟
団
体
名
簿
改
訂
版
制
作
と
発
送
等
に

つい
て
報
告
が
な
さ
れ
た
。

　

続
い
て
新
年
度
事
業
計
画
で
は
、第
十
三
回
国

際
合
気
道
大
会
、国
際
大
会
最
終
日
に
開
催
さ
れ

る
第
十
八
回
全
日
本
合
気
道
連
盟
講
習
会（
主
管

東
京
都
合
気
道
連
盟
）、田
辺
市
武
道
館
落
慶
記

念
事
業
、機
関
紙
二
十
二
号
と
二
十
三
号
発
行
に
つ

い
て
、各
常
任
理
事
よ
り
説
明
が
あ
っ
た
。ま
た
、綾

部
市
市
制
七
十
周
年
慶
祝
・
植
芝
塾
開
設
百
周

年
記
念
合
気
道
特
別
講
習
会
に
つ
い
て
岡
本
洋
子

全
日
本
合
気
道
連
盟
監
事
か
ら
京
都
府
連
の
立
場

と
し
て
説
明
が
あ
っ
た
。

　

総
て
承
認
さ
れ
た
後
、約
一
時
間
半
の
理
事
会

は
閉
会
し
た
。

　

全
国
道
場・団
体
連
絡
会
議
は
、一
月
十
一
日
午

後
二
時
半
か
ら
本
部
道
場
三
階
に
て
行
わ
れ
た
。

　

植
芝
守
央
道
主
よ
り
挨
拶
の
後
、
植
芝
充
央

本
部
道
場
長
が
議
長
に
選
出
さ
れ
議
事
が
進
行

さ
れ
た
。

　

ま
ず
行
事
報
告
と
し
て
金
澤
威（
公
財
）合
気

会
総
務
部
長
よ
り「
平
成
三
十
一
年（
令
和
元
年
）

の（
公
財
）合
気
会
主
要
行
事
報
告
、令
和
二
年
の

（
公
財
）合
気
会
主
要
行
事
予
定
の
報
告
」、宮
本

　

全
日
本
合
気
道
連
盟（
Ｊ
Ａ
Ｆ
）令
和
元
年
度
第

二
回
理
事
会
が
、令
和
元
年
一
月
十
一
日
十
二
時

半
よ
り
合
気
会
会
議
室
に
て
行
わ
れ
た
。

全
国
道
場
・
団
体
連
絡
会
議

全
日
本
合
気
道
連
盟
理
事
会
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指
導
し
た
。

　

続
い
て
立
木
教
授
に
よ
る「
頭
部
外
傷
の
予
防

に
つ
い
て
」の
講
義
が
行
わ
れ
た
。ス
ポ
ー
ツ
中
に
お

け
る
事
故
や
脳
震
盪
の
危
険
性
に
つ
い
て
様
々
な

事
例
を
踏
ま
え
な
が
ら
細
か
く
解
説
さ
れ
た
。翌

二
十
六
日
に
鈴
木
師
範
に
よ
る「
二
級
か
ら
一
級
ま

で
の
指
導
法
」が
行
わ
れ
、転
換
で
相
手
と
の
繋
が

り
や
一
教
、入
身
投
げ
の
崩
し
の
稽
古
法
を
展
開

し
た
。後
ろ
両
手
首
取
り
第
三
教
で
は
、取
り
方
や

間
合
い
、膝
を
十
分
に
使
い
上
半
身
だ
け
に
頼
る
こ

と
の
な
い
よ
う
に
強
調
し
、片
手
取
り
回
転
投
げ
で

は
前
回
り
受
身
の
指
導
や
相
手
の
崩
し
方
を
指
導

し
た
。

　

二
日
間
の
講
習
の
最
後
は
植
芝
道
主
に
よ
る
講

演
・
稽
古
が
行
わ
れ
た
。植
芝
道
主
は
始
め
に（
公

財
）合
気
会
で
提
唱
し
て
い
る「
合
気
道
倫
理
憲
章
」

「
行
動
規
範
」「
合
気
道
練
習
上
の
心
得
」に
つ
い
て

説
明
さ
れ
た
。全
都
道
府
県
で
活
動
の
軸
と
な
る

連
盟
が
発
足
し
、今
後
の
社
会
状
況
で
正
し
く
合

気
道
を
普
及
す
る
に
あ
た
り
、道
場
の
責
任
者
、指

導
者
と
し
て
遵
守
す
べ
き
内
容
で
あ
る
と
説
明
。

ま
た「
合
気
道
練
習
上
の
心
得
」に
お
い
て
は
作
成

当
時
の
時
代
背
景
を
踏
ま
え
解
説
さ
れ
、開
祖
、

吉
祥
丸
二
代
道
主
か
ら
続
く
合
気
道
の
歴
史
を
講

演
さ
れ
た
。次
に
立
ち
方
や
座
り
方
、体
捌
き
の
基

本
動
作
を
説
明
。参
加
者
と
共
に
基
本
の
動
作
を

確
認
し
た
。続
い
て
基
本
技
と
し
て
諸
手
取
り
呼
吸

法
、一
教
、正
面
打
ち
第
一
教
、横
面
打
ち
四
方
投
げ

等
基
本
技
を
中
心
に
指
導
。技
を
す
る
時
の
姿
勢
や

間
合
い
に
つい
て
一
つ
一
つ
丁
寧
に
説
明
さ
れ
た
。

　

閉
講
式
で
は
最
後
に
参
加
者
を
代
表
し
て
合

気
道
広
島
平
進
館
の
瀬
川
和
宏
氏
に
植
芝
道
主

よ
り
終
了
証
が
授
与
さ
れ
講
習
会
は
滞
り
な
く

終
了
し
た
。

名
が
参
集
し
た
。

　

二
十
五
日
の
開
校
式
に
あ
た
り
、（
公
財
）合
気

会
理
事
長
で
あ
る
植
芝
守
央
道
主
よ
り「
全
国
よ

り
多
く
の
指
導
者
の
皆
様
が
お
集
ま
り
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。二
日
間
と
い
う
限
ら
れ

た
時
間
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、本
講
習
会
で
合
気
道

の
基
礎
・
基
本
を
確
認
し
地
元
で
の
稽
古
、指
導

に
活
か
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
」と
主
催

者
挨
拶
。続
い
て
講
習
会
講
師
と
し
て
植
芝
道
主
、

植
芝
充
央
本
部
道
場
長
、立
木
幸
敏
国
際
武
道
大

学
教
授
、鈴
木
俊
雄
本
部
道
場
指
導
部
師
範
、小

山
雄
二
同
師
範
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

開
校
式
に
続
い
て
植
芝
本
部
道
場
長
に
よ
る

実
技
「
入
門
か
ら
五
級
ま
で
の
指
導
法
」
の
講

習
が
行
わ
れ
た
。
座
り
方
や
立
ち
方
、
半
身
の

確
認
を
最
初
に
指
導
。
ま
た
受
身
の
段
階
的
指

導
方
法
を
提
示
し
た
。

　

続
い
て
転
換
法
、片
手
取
り
四
方
投
げ
、正
面
打

ち
入
身
投
げ
で
は
相
手
と
の
繋
が
り
を
意
識
し
て

受
け
の
取
り
方
に
つい
て
指
導
さ
れ
た
。

　

次
に
小
山
師
範
に
よ
る
実
技「
四
級
か
ら
三
級

ま
で
の
指
導
法
」の
講
習
が
行
わ
れ
た
。小
山
師
範

は
横
面
打
ち
の
捌
き
を
中
心
に
横
面
打
ち
四
方
投

げ
、肩
取
り
第
二
教
を
指
導
。打
ち
方
や
間
合
い
の

取
り
方
を
交
え
な
が
ら
横
面
打
ち
の
捌
き
を
指
導

し
、そ
れ
が
技
に
ど
の
よ
う
に
活
か
さ
れ
る
の
か
強

調
し
た
。小
手
返
し
や
両
手
取
り
天
地
投
げ
で
も

体
捌
き
を
活
か
し
、崩
し
方
や
崩
す
方
向
に
つ
い
て

　

令
和
元
年
度
指
導
者
候
補
講
習
会（
主
催（
公

財
）合
気
会
）は
一
月
二
十
五
、二
十
六
日
の
二
日
間

に
わ
た
り
、港
区
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、国

内
外
の
合
気
道
の
普
及
に
伴
い
、「
幅
広
い
年
齢
層

と
多
様
化
し
た
会
員
層
に
応
え
ら
れ
る
指
導
者
が

必
要
と
な
り
、今
後
の
更
な
る
普
及
を
見
据
え
、指

導
法
に
関
す
る
実
技
と
講
義
を
行
う
」こ
と
を
趣

旨
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。

　

本
講
習
会
に
は
全
国
か
ら
四
十
歳
以
下
の
二
段

か
ら
四
段
の
指
導
者
及
び
次
期
指
導
者
ら
八
十
七

全
国
指
導
者
候
補
講
習
会
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合気道
兵庫県

地
域
社
会
合
気
道
指
導
者
研
修
会

田
正
司
同
連
盟
理
事
長（
六
段
）に
よ
っ
て
、両
日
充

実
し
た
研
修
会
と
な
っ
た
。

　

菅
原
繁
師
範
に
は
、「
相
手
と
の
間
合
い
を
意
識

し
、自
ら
は
常
に
安
全
な
場
所
を
確
保
し
な
が
ら

技
を
か
け
る
こ
と
が
大
切
」な
ど
と
、武
道
と
し
て

の
合
気
道
を
説
か
れ
た
。ま
た
、応
用
技
で
は
、開

祖
の
動
画
や
写
真
、そ
し
て
古
参
の
合
気
道
指
導

者
の
技
を
引
用
し
な
が
ら
、合
気
道
の
技
が
持
つ
意

味
を
考
え
さ
せ
な
が
ら
の
指
導
を
し
て
下
さ
っ
た
。

そ
の
中
で
も
、「
剣
の
握
り
」（
小
指
と
薬
指
を
締
め

る
）の
利
を
生
か
し
た
後
ろ
両
手
取
り
、諸
手
取
り

呼
吸
法
、「
剣
の
理
合
い
」に
よ
る
手
の
内
で
探
り
な

が
ら
の
両
手
投
げ
、連
続
し
た「
入
り
身
」に
よ
る

入
り
身
投
げ
や
小
手
返
し
等
々
、ひ
と
つ
ひ
と
つ
の

技
の
ポ
イ
ン
ト
を
細
か
く
丁
寧
に
説
明
し
て
い
た

だ
き
、こ
れ
ま
で
、経
験
則
で「
こ
の
方
が
良
く
効
く

な
ー
」「
こ
れ
で
は
効
か
な
い
な
ー
」な
ど
と
誰
も
が

何
と
な
く
感
じ
て
い
た
こ
と
の
中
に
、「
な
る
ほ
ど
」

と
納
得
で
き
る
も
の
を
幾
つ
も
発
見
す
る
こ
と

が
で
た
。

　

参
加
者
は
、菅
原
師
範
に
直
接
手
を
取
っ
て
指
導

し
て
い
た
だ
く
一
方
で
、他
の
道
場
の
会
員
達
と
も

意
欲
的
に
稽
古
に
励
み
、連
盟
会
員
同
士
の
交
流

の
輪
を
広
げ
る
良
い
機
会
と
も
な
っ
た
。

　

こ
の
度
、こ
の
よ
う
な
有
意
義
な
研
修
会
を
開
催

し
て
い
た
だ
い
た
、（
公
財
）日
本
武
道
館
、（
公
財
）

合
気
会
を
は
じ
め
と
し
て
、開
催
に
ご
尽
力
い
た
だ

い
た
関
係
者
の
皆
様
方
に
深
く
感
謝
致
し
ま
す
。

（
合
気
道
八
幡
浜
道
場　

小
清
水
祥
孝
）

（
大
阪
合
気
会
神
戸
支
部
代
表
、合
気
道
兵
庫
）

が
地
元
講
師
と
し
て
講
習
を
実
施
し
た
。県
内
加

盟
十
七
団
体
、百
八
十
三
名
が
本
講
習
会
に
参
加

し
た
。

　

藤
巻
師
範
か
ら
は
、比
較
的
経
験
の
浅
い
受
講
者

の
目
線
で
基
本
技
の
捌
き
に
つ
い
て
の
ご
説
明
が
あ

り
、そ
れ
を
踏
ま
え
て
相
手
と
の
間
合
い
の
取
り
方

や
、常
に
周
り
に
気
を
配
る
こ
と
の
大
切
さ
等
を
応

用
技
や
掛
か
り
稽
古
を
通
じ
て
ご
指
導
し
て
い
た

だ
い
た
。基
本
技
の
捌
き
か
ら
じ
っ
く
り
と
確
認
で

き
た
こ
と
で
受
講
者
の
理
解
も
深
ま
り
、レ
ベ
ル
や

経
験
に
関
わ
ら
ず
共
通
の
理
解
の
も
と
、受
講
者

全
員
が
実
に
興
味
深
く
稽
古
に
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
た
。

　

今
回
は
こ
れ
ま
で
で
初
め
て
の
試
み
と
し
て
、姫

路
市
消
防
局
職
員
の
方
々
を
講
師
と
し
て
招
聘

し
、稽
古
中
に
不
慮
の
事
態
が
発
生
し
た
場
合
の

心
肺
蘇
生
法
に
つ
い
て
講
習
を
実
施
し
た
。講
習
用

マ
ネ
キ
ン
を
使
っ
て
の
胸
骨
圧
迫
等
の
実
技
講
習
は

実
践
的
で
ま
こ
と
に
興
味
深
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　

一
日
目
の
講
習
会
終
了
後
は
、武
道
館
近
く
の

造
り
酒
屋「
灘
菊
」に
て
恒
例
の
懇
親
会
を
実
施

し
、参
加
五
十
三
名
で
藤
巻
師
範
を
囲
み
、美
味
し

い
お
酒
と
楽
し
い
会
話
で
大
い
に
親
睦
を
深
め
た
。

　

本
研
修
会
が
大
変
有
意
義
な
も
の
で
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
は
、二
日
間
の
研
修
会
及
び
懇
親
会
に
お

け
る
受
講
者
の
表
情
か
ら
如
実
に
感
じ
取
る
こ
と

が
で
き
た
。

（
理
事
長　

佐
藤
裕
治
）

　

愛
媛
県
武
道
館
に
お
い
て
、第
五
回
目
と
な
る

愛
媛
県（
松
山
市
）地
域
社
会
武
道
指
導
者
研
修

会
が
二
年
二
月
十
五
、十
六
の
両
日
、開
催
さ
れ
た
。

愛
媛
県
合
気
道
連
盟
加
盟
道
場
十
七
団
体
か
ら

百
二
十
七
人
の
合
気
道
指
導
者
が
参
加
し
た
。

　

講
師
と
し
て
本
部
道
場
か
ら
派
遣
さ
れ
た
菅
原

繁
師
範
と
有
馬
隼
人
指
導
員
、地
元
講
師
と
し
て

鈴
木
茂
愛
媛
県
合
気
道
連
盟
参
与（
七
段
）と
松

　

毎
年
恒
例
の
兵
庫
県（
姫
路
市
）地
域
社
会
合

気
道
指
導
者
研
修
会
が
、二
月
八
日
、九
日
の
二
日

間
の
日
程
で
、姫
路
市
の
ウ
イ
ン
ク
武
道
館（
兵
庫

県
立
武
道
館
）に
て
開
催
さ
れ
た
。

　

今
年
は
合
気
会
本
部
よ
り
藤
巻
宏
師
範
、里

舘
潤
指
導
員
を
招
聘
し
、さ
ら
に
合
気
道
兵
庫
県

連
盟
よ
り
佐
藤
裕
治（
宝
塚
合
気
道
す
み
れ
ク
ラ

ブ
代
表
、合
気
道
兵
庫
県
連
盟
理
事
長
）、門
川
努

愛媛県
連盟

地
域
社
会
武
道
指
導
者
研
修
会
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県
内
団
体
の
交
流
事
業
と
し
て
定
着
し
、今
回

も
本
部
道
場
よ
り
本
県
出
身
の
藤
巻
宏
師
範
に
お

越
し
い
た
だ
き
、甲
府
市
緑
が
丘
総
合
体
育
館
武

道
場
で
の
講
習
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

稽
古
は
、片
手
取
り
正
面
打
の
基
本
技
を
中
心

に
し
つつ
、初
心
者
に
も
分
か
り
や
す
い
指
導
を
頂

き
ま
し
た
。一
方
で
、有
段
者
に

と
っ
て
も
、技
に
慣
れ
て
い
く
中

で
、注
意
が
行
き
届
か
ず
雑
に

な
っ
て
い
る
こ
と
へ
の
気
付
き
に

な
る
よ
う
、体
の
前
傾
や
固
め
技

の
出
会
い
で
の
掴
み
癖
、投
げ
技

の
後
の
残
心
や
納
め
の
意
識
な

ど
日
頃
の
稽
古
の
姿
勢
に
つ
な

が
る
指
導
を
頂
き
ま
し
た
。

　

初
心
者
か
ら
有
段
者
ま
で
、

大
変
有
意
義
な
稽
古
会
と
な

り
ま
し
た
。ま
た
、日
頃
の
稽

古
相
手
と
は
違
う
人
達
と
の

稽
古
は
、楽
し
い
な
が
ら
も
よ

い
緊
張
感
を
生
み
出
し
て
い
ま

し
た
。今
後
も
、小
さ
い
連
盟

な
が
ら
、つ
な
が
り
を
密
に
し
て

地
域
合
気
道
の
発
展
に
寄
与
で

き
る
よ
う
、活
動
を
充
実
し
て

い
く
こ
と
を
確
認
し
て
講
習
会

を
終
え
ま
し
た
。

（
山
梨
県
連
盟
事
務
局
）

名
が
参
加
し
た
。

　

二
十
二
日
の
開
講
式
で
は
、今
寺
直
人（
公
財
）日

本
武
道
館
振
興
部
普
及
課
主
任
と
酒
井
正
義
愛

知
県
公
立
武
道
館
協
議
会
会
長
・
愛
知
県
武
道

館
館
長
よ
り
主
催
者
挨
拶
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

研
修
会
は
二
日
間
で
一
時
間
半
の
実
技
指
導
が

五
回
行
わ
れ
、二
十
二
日
は
宮
本
師
範
、澤
田
師
範

に
よ
る
実
技
指
導
と
、
日
野
指
導
員
に
よ
る
中

学
校
武
道
必
修
化
に
関
す
る
実
技
指
導
が
行
わ

れ
た
。

　

二
十
三
日
は
和
田
師
範
と
宮
本
師
範
に
よ
る
実

技
指
導
が
行
わ
れ
た
。宮
本
師
範
は
片
手
取
り
や

諸
手
取
り
を
中
心
に
、結
び
を
意
識
す
る
よ
う
指

導
さ
れ
た
。

　

澤
田
師
範
は
膝
を
使
う
こ
と
で
力
み
を
生
ま
な

い
身
体
の
使
い
方
を
指
導
。和
田
師
範
は
肩
取
り

面
打
ち
を
中
心
に
体
捌
き
の
重
要
性
を
指
導
。日

野
指
導
員
か
ら
は
、段
階
的
な
後
ろ
受
身
の
指
導

法
と
注
意
点
な
ど
が
説
明
さ
れ
た
。

　

二
十
三
日
の
閉
講
式
で
は
今
寺
振
興
課
主
任
よ

り
受
講
生
代
表
に
終
了
証
が
授
与
さ
れ
た
。

　

続
い
て
宮
本
師
範
よ
り「
楽
し
く
稽
古
で
き
ま

し
た
。稽
古
の
積
み
重
ね
が
何
よ
り
も
大
切
で
す

が
、指
導
者
の
真
似
を
す
る
こ
と
が
上
達
に
つ
な
が

り
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
良
い
稽
古
を
続
け
て
く
だ
さ

い
」と
講
評
が
あ
っ
た
。

　

最
後
に
澤
田
師
範
よ
り
関
係
各
位
へ
の
謝
辞
が

主
管
挨
拶
と
し
て
述
べ
ら
れ
、新
型
肺
炎
への
細
心
の

注
意
が
払
わ
れ
る
中
無
事
に
研
修
会
は
終
了
し
た
。

　

山
梨
県
合
気
道
連
盟
は
、二
月
二
十
三
日（
日
）、

県
内
加
盟
団
体
に
よ
る
合
同
講
習
会
を
開
催
し
ま

し
た
。イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
新
型
肺
炎
な
ど
の
影
響

で
、イ
ベ
ン
ト
は
自
粛
傾
向
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、稽

古
は
日
々
の
積
み
重
ね
の
心
持
ち
で
の
開
催
に
至
り

ま
し
た
。

　

令
和
元
年
度
愛
知
県（
名
古
屋
）地
域
社
会
合

気
道
指
導
者
研
修
会
は
、二
月
二
十
二
、二
十
三
日

に
愛
知
県
武
道
館
に
お
い
て
中
央
講
師
を
宮
本
鶴

蔵
本
部
道
場
指
導
部
師
範
と
日
野
皓
正
同
部
指

導
員
、
地
元
講
師
を
和
田
昭
愛
知
県
合
気
道
連

盟
名
誉
会
長
と
澤
田
俊
晴
同
連
盟
会
長
と
し
開

催
さ
れ
、
連
盟
傘
下
の
四
十
道
場
よ
り
約
二
百

山梨県
連盟

合
同
講
習
会

愛知県
連盟

地
域
社
会
合
気
道
指
導
者
研
修
会
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今
後
も
会
員
の
方
々
と
そ
の
輪
を
広
げ
て
いっ
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
」と
述
べ
ら
れ
た
。

　

ま
た
高
瀬
師
範
は「
今
回
神
流
館
五
十
周
年
記

念
講
習
会
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た
全
て
の
方
々
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。さ
ま
ざ
ま
な
紆
余
曲
折
を
経

て
来
ま
し
た
が
、吉
祥
丸
道
主
と
守
央
道
主
か
ら

受
け
た
指
導
と
励
ま
し
の
お
か
げ
で
今
日
ま
で
至

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。そ
し
て
こ
れ
ま
で
自
分
を

支
え
て
く
れ
た
妻
に
も
深
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。こ

れ
か
ら
も
ニュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
の
合
気
道
の
普
及

発
展
に
邁
進
し
て
参
り
ま
す
」と
述
べ
た
。

　

ま
た
今
回
の
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、マ
オ
リ
の
伝
統
衣

装
が
植
芝
本
部
道
場
長
と
高
瀬
師
範
に
贈
呈
さ
れ

た
。会
場
は
高
瀬
師
範
を
祝
う
温
か
い
雰
囲
気
に

包
ま
れ
、三
時
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
記
念
パ
ー

テ
ィ
ー
は
、盛
況
の
う
ち
に
閉
会
し
た
。

　

最
終
日
で
あ
る
八
日
は
高
瀬
師
範
の
稽
古
か
ら

始
ま
り
、昼
か
ら
の
植
芝
本
部
道
場
長
の
稽
古
後

に
演
武
会
が
催
さ
れ
た
。

　

演
武
会
は
一
時
間
行
わ
れ
、各
団
体
の
演
武
、師

範
演
武
と
続
き
、最
後
に
締
め
く
く
り
と
し
て
植

芝
本
部
道
場
長
に
よ
る
総
合
演
武
が
行
わ
れ
、神

流
館
五
十
周
年
記
念
講
習
会
は
興
奮
冷
め
や
ら
ぬ

う
ち
に
全
日
程
を
終
了
し
た
。

守
道
場
・
澤
田
俊
晴
師
範
、大
阪
合
氣
塾
・
須
磨

弘
師
範
、小
俣
合
気
会
・
上
埜
喜
生
師
範
、ア
イ

キ
ド
ウ
シ
ン
ボ
ク
カ
イ
・
リ
サ
ト
モ
レ
オ
ニ
氏

が
招
待
さ
れ
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、参
加
を
辞
退

す
る
動
き
も
あ
っ
た
が
、ニュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
を
は
じ

め
、日
本
、ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、フ
ラ

ン
ス
、サ
モ
ア
、タ
ヒ
チ
な
ど
十
二
カ
国
か
ら
総
勢
約

三
百
五
十
名
の
会
員
が
参
集
し
た
。

　

講
習
会
で
は
植
芝
本
部
道
場
長
と
高
瀬
師
範
、

尾
﨑
師
範
、窪
田
師
範
、澤
田
師
範
、須
磨
師
範
、上

埜
師
範
、ト
モ
レ
オ
ニ
師
範
が
指
導
を
行
っ
た
。植
芝

本
部
道
場
長
は
講
習
会
の
最
後
の
稽
古
を
含
む
二

コマ
の
稽
古
を
指
導
し
た
。

　

植
芝
本
部
道
場
長
は
、稽
古
全
体
を
通
し
て
体

捌
き
や
呼
吸
法
が
技
の
中
で
ど
の
よ
う
に
活
か
さ

れ
て
い
る
か
を
示
し
、稽
古
参
加
者
は
真
剣
に
稽
古

に
取
り
組
み
、汗
を
流
し
て
い
た
。

　

六
日
に
は
在
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
総
領
事
公
邸
に
植

芝
本
部
道
場
長
、神
流
館
関
係
者
が
な
ら
び
に
各

師
範
が
招
待
さ
れ
、菊
池
稔
在
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
総
領

事
と
の
会
食
が
催
さ
れ
、菊
池
総
領
事
は「
合
気
道

は
日
本
と
ニュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
良
好
な
関
係
構
築

の
一
助
と
な
っ
て
お
り
、半
世
紀
に
わ
た
っ
て
ニュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
で
普
及
活
動
に
当
た
ら
れ
て
き
た
高

瀬
師
範
の
功
績
は
大
き
い
と
感
じ
て
い
ま
す
」と
高

瀬
師
範
の
こ
れ
ま
で
の
活
動
に
敬
意
を
表
さ
れ
た
。

　

翌
七
日
夜
に
は
神
流
館
創
設
五
十
周
年
を
祝
う

パ
ー
テ
ィ
ー
が
行
わ
れ
、来
賓
と
し
て
植
芝
本
部
道

場
長
と
菊
池
総
領
事
が
出
席
さ
れ
た
。

　

植
芝
本
部
道
場
長
は
祝
辞
を「
現
在
の
よ
う
に

ニュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
合
気
道
が
普
及
し
て
い
る
の

は
、高
瀬
師
範
が
こ
れ
ま
で
情
熱
を
も
っ
て
指
導
さ

れ
て
き
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

学
卒
業
後
に
ニュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
渡
り
、創
設
し
た

道
場
で
あ
る
。

　

本
行
事
で
は
植
芝
充
央
本
部
道
場
長
を
は
じ

め
と
し
て
、全
日
本
合
気
道
連
盟
・
尾
﨑
晌
理
事

長
、奈
良
合
気
会
・
窪
田
育
弘
師
範
、央
名
会
気

　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
あ
る
合
気
道
神
流
館
の

五
十
周
年
記
念
講
習
会
が
、三
月
六
日
か
ら
八
日

ま
で
、オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
内
に
あ
る
バ
ー
フ
ッ
ト
＆
ト

ン
プ
ソ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
に
て
開
催
さ
れ
た
。

　

合
気
道
神
流
館
道
場
は
、高
瀬
信
夫
師
範
が
大

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
50
周
年

　

高
瀬
信
夫
合
気
道
神
流
館
代
表（
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
代
表
）は
、四
月
二
十
九
日
付
け

で
発
令
さ
れ
た
令
和
二
年
春
の
叙
勲
で
、日
本

文
化
普
及
功
労
、在
留
邦
人
・
日
系
人
へ
の
福

祉
功
労
の
功
労
概
要
と
し
て
旭
日
単
光
章
を

受
章
さ
れ
た
。元
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
日
本
人
会
会

長
。 令

和
２
年　

春
の
叙
勲
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E-mail:horiuch-towel@honey.ocn.ne.jp

ご宴会・会議
パーティー各種

KIZAN Club

各社からの平素のご支援に感謝し、コロナ禍お見舞い広告を無料掲載とさせていただきます。 （JAF）


